道路反射鏡設置申請書
年　　月　　日

申請者（自治会長）
住　所
名　前　　　　　　　　　　　　　　　
電話番号
新設・移設・撤去（希望するものに○を付けてください）
	設置申請場所
	羽生市

	道路反射鏡種別
	一面　・　二面
	直柱　・　曲柱

	
	φ600　　　・　　φ800　　・　　φ1000

	設置申請理由
	

	添付書類
	設置場所略図


土地所有者の承諾　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
※私有地に設置する場合、土地所有者の承諾が必要です。

なお、土地の使用料は、無償となります。

○設置基準１：設置可能箇所は、見通しが確保できない公道対公道の交差点部とする。

設置基準２：申請者は自治会長とし、設置基数は１地区当たり年間１基までとする。 
　設置基準３：対歩行者、対自転車を対象としての設置はできません。 
設置基準４：私有地（個人、店、会社等）からの出入り箇所は設置できません。 
なお、職員が調査検討した上で設置の可否について決定いたしますので、必ずしも要望
通りに設置出来るとは限りません。
※道路反射鏡はあくまでも安全確認のための補助用具ですので、交差点では必ず目視で安全確認をお願いします。

道路反射鏡（カーブミラー）設計基準
公道対公道における車対車の見通しを目的とし、職員が調査検討した上で設置を実施。

道路反射鏡の設置は自治会長より道路反射鏡設置申請書（要望）を受けて設置する。
また、申請書を出す前に相談してもらうことが望ましい。

設置基数は、１地区当たり年間１基までとする。

調査とは？

交通量、路面標示に不足はないか、街路樹や庭木が伸びて見通しを悪くしていないかなど
設置可能箇所
	・市道と市道、市道と県道及び国道、

・信号機が設置されていない交差点において、見通しが確保できないと認められる場合。

・事故発生の可能性が高い箇所。

・設置後、車輌及び歩行者の通行に支障が生じない箇所。

・


設置不可箇所

	・私有地（個人、店、会社等）からの出入り箇所は設置しない。

・対歩行者、対自転車を対象としての設置はしない。

・一時停止し見通せる箇所（信号機のある場所も含む）

・その他上記に類する箇所。




○道路反射鏡の危険性

１．道路反射鏡の死角

視覚を補助するものであり、写っている状態がすべてではない。手前部分が死角となってみえない場合がある。
２．道路反射鏡の距離感

道路反射鏡越しに見える車両は実際よりも遠く感じることがある。また、遠いと思っていても接触してしまう可能性がある。

二輪車、自転車は特に遠く感じてしまう。

３．道路反射鏡の見え方

道路反射鏡は鏡です。そのため左右が逆に写ります。道路手前と奥の位置関係を見誤る場合がある。

※道路反射鏡はあくまでも安全確認のための補助用具です。
道路反射鏡設置申請書
令和　〇年　〇月　〇日

申請者（自治会長）
住　所　羽生市大字〇〇〇〇
名　前　　〇〇〇〇　　　　　　　　　

電話番号　〇〇〇―〇〇〇〇
新設・移設・撤去（希望するものに○を付けてください）

	設置申請場所
	羽生市　大字〇〇－△－□地先

	道路反射鏡種別
	一面　・　二面
	直柱　・　曲柱

	
	φ600　　　・　　φ800　　・　　φ1000

	設置申請理由
	当申請箇所は、交差点手前の左側には民家の生垣が、右側には工場のﾌﾞﾛｯｸ塀が設置されており、非常に見通しの悪い交差点となっている。歩行者も多く、安全を確保する必要がある。

	添付書類
	設置場所略図


土地所有者の承諾　　　　　　　住所　羽生市大字〇〇－△－□
　　　
氏名　　羽生　太郎　　　　　　　　　㊞
住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
※私有地に設置する場合、土地所有者の承諾が必要です。

なお、土地の使用料は、無償となります。

○設置基準１：設置可能箇所は、見通しが確保できない公道対公道の交差点部とする。

設置基準２：申請者は自治会長とし、設置基数は１地区当たり年間１基までとする。 

　設置基準３：対歩行者、対自転車を対象としての設置はできません。 

設置基準４：私有地（個人、店、会社等）からの出入り箇所は設置できません。 

なお、職員が調査検討した上で設置の可否について決定いたしますので、必ずしも要望

通りに設置出来るとは限りません。

※道路反射鏡はあくまでも安全確認のための補助用具ですので、交差点では必ず目視で安全確認をお願いします。

記入例








